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九

時

t
正
午
一
片
貝
地
区
木
炭
品
評
会

一

ォ
1
ス
ト
リ
ヤ
国
立
商
科
大

一
白
倉
小
学
校
組
合
会

一
の
名
簿
に
載
っ
て
い
る
て
し
ょ

一
て
次
の
と
お
り
三
十
二
年
産
米

一

い
て
は
、
概
算
払
の
措
置
を

一
杭

ち

M
生

吃

楽

パ

抗

M

天
神
木
下
新
農
協
倉
庫
前
一
全
六
百
(
日
〉

一

騨
わ
れ
駅
前
併
す
来
市
(
一

民
生
委
員
常
務
委
員
会

一
ぅ
ヵ
、
今
一
度
確
か
め
て
下
さ

一
の
売
渡
申
込
の
増
額
改
定
が
決

一

除
き
当
初
売
渡
巾
込
み
に
よ

一も
な
し
い
ま
す
o

そ

札

政

治

は

誰

グ

後

一

時

J
四
時
半
一
一
秩
父
宮
記
殿
下
来
市

一

一

一
全
二
十
四
日
(
木
〉

i
一

い

』

一

定

さ

れ

ま

し

た

の

で

、

さ

ら

に

一

る
も
の
と
同
様
の
奨
励
措
置

一が
行
う
か
と
い
う
え
選
挙
に

一

経

団
出
原
所
一
全
v

七
日
(
月
〉

一
全
農
怠
制
一気
一
貫
部
会
〉
一
議
員
協
議
会

こ
の
名
簿
は
十
一
月
五
日
か
一
増

額

改

定

し

政

府

保

有

米

量

の

…

ず

る

。

一

よ

っ

て

選

ば

れ
L

Z

前
十
時

t
後
三
時
一
建
設
委
員
会

v

¥

一

鬼
丸
県
土
木
部
長
等
天
神
橋
一

-
伊
丹
帝
議
会
口
視
宿

生

川九
百
ま
汚
続
日
ー午
前
八
時
'一
増
強
K
協
力
1

レ
て
下
冶
丸

、

l

;
t
f
o

{

、

t
L
山一
!
?げ
(

0
.

魚

津

保

健

所

同一
産
業
経
済
妥
貝
台

、

i
r
一一抑制
潔
の
・
下
山
崎
味
晴

、，
一
ト
一一
ー
の
しお
一渇
・
き
m
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約

給

百

7k 

戸

に

総

工

費

_J_.. 

ノ、

百

万

円

--ち

し

仏政治的関心を高めよう

>_-fi ~， (5 日から15日まで公明選挙強調期間)
「まぜ返すのは誰だ」

「選べ、よい人を……かJ
「そしてよい女房を……J

G 



(2) 

キト

ぜ

い

出

品

し

て

下

さ

し、

¥t、

そ

の

他

適

宜

五
、
審
査
お
よ
び
袈
賞

4
h

審
査
は
審
査
品
に
つ
い
て

行
い
、
個
人
、
団
体
賞
を
選

抜
す
る

ワ
ム
審
査
会
の
審
査
に
よ
っ
て

一
乳
幼
児
検
診
が
次
の
よ
う
に
行

入
賞
を
次
の
と
お
り
決
定
し

一
わ
れ
ま
ず
か
ら
該
当
者
は
必
ず

褒
賞
を
授
与
す
る
。

一一受
け
て
下
さ
い
。

優

等

三

等

一

ぴ
加
工
品

一

一

等

一

O
点

三

、
該
当
者
〈
受
け
る
も
の
〉

ハ種
類
)

ハ

数

量

》

二

等

二

O
点

一

昭
和
三
十
一
年
四
月
一
日
か

木

炭

一

俵

三

等

四

O
点

一

し
い
た
け
均
一
一

∞

ノ

匁

但

ば

ロ
山
見
恥
日
よ
り
増
減

一

片

付

一

U
に
円
い
け
一
十

く

り

一

升

一

す

る

。

一
二
、
日
時
と
場
所

苗
木
ハ
杉
)
五
本
一
六
、
出
品
そ
の
他
の
詳
細
に
つ

一

埋

憾

詰

類

三

個

一

い
て
は
出
張
所
、
農
業
協
同

一

校
下
別
の
実
施
場
所
と
日
時

袋

箱

詰

類

二

個

一

・
組
合
ま
た
は
直
接
農
林
諜
に

一

は
次
の
と
お
り
で
す
。

漬

物

類

三

O
O匁
-

連

絡

下

さ

い。

一

時
間
は
午
後
一
時
三
十
分
か

====一一
一一一一一一一一一一一一一一一一一一
一一一一一=一一一一一一一一一一=一一一一三一三一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-一一一一一一一

そ
の
実
績
が
高
揚
す
る
よ
う
、

次
の
要
領
に
よ
り
道
路
を
愛
護

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

主
な
作
業

1

河
原
砂
利
の
ふ
る
い
わ
け

を
行
い
運
搬
及
び
撒
布

2.

路
面
の
で
こ
ぼ
こ
を
均
し

細
か
い
砂
利
を
敷
く

Z

山

側
溝
は
念
入
り
に
情
掃
す

る

a
h

路
面
に
点
々
と
散
在
し
て

い
る
粒
砂
利
を
路
端
へ
集
め

穴
埋
め
に
利
用
す
る

ι
自
動
車
の
奉
仕
に
よ
る
資

材
運
搬

ふ
道
路
上
の
除
草
を
す
る

λ

無
断
占
用
の
物
件
、
交
通

障
害
物
等
を
撤
去
す
る

第
六
回
農
林
産
物
品
評
会

(昭和27~9 月間)
第三種郵便物認可

農
林
産
物
の
増
産
と
品
質
の
改

善
向
上
に
資
す
る
と
と
も
に
、

農
家
の
生
産
意
欲
を
昂
揚
し
て

市
の
農
林
産
物
の
声
価
を
一
層

高
め
る
た
め
、
例
年
の
と
お
り

次
の
要
領
に
よ
っ
て
農
林
産
物

の
品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
ず
か

ら
、
せ
い
ぜ
い
出
品
し
て
下
さ

、。、
U
W出
品
希
望
の
方
は
各
出
張
所
、

農
業
協
同
組
合
を
通
じ
て
市
役

所
農
林
課
ヘ
申
込
ん
で
下
さ

、。
B
V
 一
、
と
き

昭
和
三
十
二
年
十
一
月
十
五
日

午
前
九
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で

午
前
九
時
か
ら

グ
十
六
日
午
後
二
時
ま
で

幸R広
二
、
と
こ
ろ

西
部
中
学
校

三
、
出
品
資
格

tμ
一
市
内
に
居
住
の
農
産
物
を
生

・l

一
産
ま
た
は
加
工
す
る
農
家
あ

-
る
い
は
農
業
関
係
団
体

-
四
、
出
品
物
の
種
類
及
び
数
量

津

入

つ
軍岬.. 

L 
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十

月

十

出
品
物
は
審
査
員
、
即
売
品
、

参
考
品
、
宣
伝
参
考
資
料
の
四

一

部
と
し
審
査
品
の
出
品
は
次
の

一

基
準
と
す
る
。

一

1

穀

類

一

ハ
種
類
〉
ハ
数
量
〉

一

玄

米

五

合

一

株
五
株
ハ
株
付
と
す
る
υ
一

麦

類

五

合

一

雑

穀

五

合

。
ム
読
莱
果

実

類

一

白

菜

三

個

一

ね

ぎ

一

〆

目

一

ほ
う
れ
一
一
一
把

一
々

ん
草

ハ
百
匁
の
も
の
〉

一

大

根

五

本

一

玉
ね
ぎ
一

O
個

一

長

い

も

三

本

一

ご
ぼ
う

一
〆
目

一

人

審

一

〆

目

一

か
ぶ
ら
一

O
個

一

里

い

も

一

〆

目

一

馬

鈴

薯

一

〆

目

一

か

ん

し

ょ

一

〆

目

一

果

実

類

五

個

一

志
そ
の
他
の
農
林
産
物
お
よ

一

ろ

つ

五

J.....・
ノ、

日

道
路
に
も
今
仕
度
ら

B

し
ま
4

a

し
ト
品
、
っ

降
雪
期
も
間
近
か
に
せ
ま
り
北
国
の
冬
は
か
け
足
で
や
っ
て

参
り
ま
す
。
「
道
路
に
も
冬
支
度
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
」
を
合

い
言
葉
と
し
て
、
今
年
も
例
年
と
お
り
+
一
月
+
一
目
か
ら
+

七
回
ま
で
県
下
一
斉
に
道
路
愛
護
週
間
が
始
り
ま
す
。

お

忘

れ

な

く

ら
午
後
四
時
ま
で

恋7干上天西村一本てE天1校
中 . 布野|下

倉貝島神施木江方町|別

出保出下出保|場
グ張健張野張健|
所所所方所所|所
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一お

年

玉

一

年
賀
は
が
き
発
売
一

十
一
月
十
五
日
一

一
お
年
玉
っ
き
年
賀
は
が
き
は
今
一

一年
も
十
一
月
十
五
日
か
ら
発
売
一

一さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
0

・

一
五
円
は
が
き
に
つ
け
ら
れ
た
寄

一付
金
は
共
同
募
金
会
と
日
本
赤

一
十
字
社
を
通
じ
て
全
国
の
社
会

一事
業
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
に
な

一
り
ま
す
。

一な
お
お
年
玉
く
じ
の
寄
付
金
は

一
五
円
は
が
き
も
四
円
は
が
き
も

一
ど
ち
ら
に
も
つ
い
て
お
り
、
当

一
せ
ん
率
、
賞
品
は
全
く
同
じ
と

一
な
っ
て
お
り
ま
す
。
何
卒
こ
の

一
た
す
け
あ
い
運
動
に
御
趣
旨
に

一賛
同
下
さ
れ
、
せ
い
ぜ
い
御
利

一
用
願
い
ま
す
。
〈
郵
便
局
)

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
Z

一一一一一一

熊
が
近
く
の
山
に

で
て
い
ま
す

ー
山
歩
き
は
充
分
注
意
を
|

最
近
、
山
地
方
面
の
状
報
に
よ

り
ま
す
と
熊
は
奥
地
の
食
糧
が

た
り
な
い
た
め
か
、
昭
和
二
十

八
年
以
上
に
近
く
の
山
ヘ
出
没

し
、
舛
方
、
金
山
谷
、
宮
津
、

石
垣
平
、
天
神
山
方
商
の
近
い

山
に
姿
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。

市
内
で
は
幸
に
し
て
ま
だ
危
害

を
受
け
た
者
あ
り
ま
せ
ん
が
、

猟
師
の
話
で
は
、
今
年
の
熊
に

い

・

今

一

が

秋

植

え

の

遜

季

で

す

・

h

・

・

木

を

も

多

く

・

・

・

・

・

本

で

揃

魚
津
市
百
年
据
置
基
金

百

年

後

の

魚

津

の

た

め

に

本

県

の

国

道
の
舗
装
率
一
は
二

一輸
送
を
さ
さ
え
て
い
る
も
の
は

一回
、
七
%
、
県
道
の
舗
装
率
は

一
砂
利
道
で
あ
り
ま
す
。
日
蹴
車

日
‘

白

一三
、
一
%
で
あ
り
ま
す
。
即
ち

一
の
発
達
は
戦
前
を
は
る
か
に
突

と
諒
鈴
一
一
可
制
球
一
一
一
一
一
日
間
竹
い
八
下
さ
る
よ
う
お
願

一道
路
総
延
長
の
九
四
、
八
%
一
一
、

一
破
し
、
車
柄
数
は
ま
す
ま
す
増

一
木
を
一
本
で
も
多
く
植
え
る
と

に
寄
与
す
る
目
的
で
発
足
し
た
一
叩
入
こ
は
百
円
以
上
い
く
ら

一
一
五
六
粁
が
砂
利
道
と
い
う
こ

一
加
の
状
態
で
、
し
か
も
割
は
大

一
い
う
こ
と
は
、
治
山
治
水
の
面

「
魚
津
市
百
年
据
置
厚
生
基
金

一
で
も
結
構
で
す
o
申
込
み
は
各

一
と
に
な
り
ま
す
o
あ
ら
ゆ
る
産

一
き
く
な
り
、
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

一
か
ら
も
大
切
な
こ
と
は
い
う
ま

組
合
」
は
そ
の
後
市
民
の
御
協
一
出
張
所
、
ま
た
は
市
厚
生
課
で

一業
経
済
の
進
展
と
文
化
交
流
を

一
さ
れ
、
こ
の
重
量
と
速
度
で
道

一
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
よ

力
で
、
現
在
二
百
十
人
の
方
々
一
受
付
け
ま
す
。

一
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
陸
上
一
路
を
突
走
る
の
で
道
路
は
い
た

一
り
も
山
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方

一

1
1

1

1
1

1
1
0
1
1
1
1
1
'
I
l
l
1
1
1
1
i

一
め
ら
れ
て
一
向
に
よ
く
な
ら
ず

一

の
尊
い
拠
出
基
金
で
、
-
一
一
一
、
一

ー

一
砂
利
道
は
砂
利
が
足
り
な
い
た

一
は
自
分
の
財
産
造
成
で
あ
り
ま

八
五

O
円
が
集
ま
り
ま
し
た
が
一

-
I
E
M

三

三

j

A
、

』

三

一

一

一

む

μ

ヨ
~
↓
瓜
T

向

弓

レ

ヘ

弘

氏

一
め
や
せ
細
っ
て
い
ま
す
。

一す
か
ら
、
他
か
ら
奨
励
さ
れ
る

こ
の
基
金
の
目
的
と
す
る
と
一
司
川

E
L
b
r
.ヨ
F

J
ノ

i
z

一

一

こ

ろ

は

、

植

林

の

よ

う

に

十

年

一

・

・

J

I

J

1

一
文
化
に
取
り
残
さ
れ
て
可
愛
想

一
ま
で
も
な
く
積
極
的
に
進
め
て

や

二

十

年

で

は

直

ち

に

成

果

を

一

文

化

の

日

じ

各

地

区

で

盛

大

に

一

な

道

路

は

、

わ

ず

か

の

予

算

で

一
お
ら
れ
る
わ
け
で
、
国
を
挙
げ

期
待
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
一

一
改
良
さ
れ
た
り
、
修
繕
さ
れ
て

一
て
の
植
林
運
動
と
相
ま
っ
て
、

強
い
意
志
と
辛
棒
で
毎
年
入
会
一
文
化
の
日
を
中
ハ
と
し
て
、

一
十
一
月
一
一
一
日
(
日
〉
一
お
り
ま
す
が
、
現
状
維
持
も
む

一
そ
の
成
果
が
着
々
挙
っ
て
お
り

者
の
拠
金
を
貯
金
し
て
、

百

年

一

、

し

一

一
ず
か
し
い
の
で
あ
り
ま
す
o
こ
一
ま
す
が
、
そ
の
目
標
の
面
積
に

後
の
魚
津
市
の
必
要
な
事
業
の
一
市
内
各
公
民
館
が
主
催
と
な
り

一

魚
津
、
加
積
、
松
倉
、
上
野
一
れ
ら
を
考
え
ま
す
と
、
道
路
は

一
Z
実
ニ
程
遠
い
わ
け
で
、
市
に

た
め
に
残
そ
う
と
す
る
も
の
で
一
地
域
の
各
種
団
体
と
協
力
で
校

一

方
、
下
野
方
、
道
下
、
経
団

一
日
常
使
っ
て
い
る
私
達
の
手
で

一
I
、
T

毎
年
二
万
円
づ
つ
を
据
置
貯
金
一
下
市
民
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ

一

天
神
、
西
布
施
校
下
一
可
愛
が
っ
て
や
る
の
が
当
然
の

一
念
し
て
も
三
十
二
年
度
の
目
標

す
る
と
し
て
百
年
後
は
十
五
意

一

。

一

〈
下
中
島
は
十
一
十
七
日
一

責
務
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
す
る

一
面
積
達
成
は
、
春
植
え
の
実
績

口

百

六

十

余

万

円

に

も

と

1月
一

日

室

長

了

υ

月

一

石

川

匂

日

ド

ド

釣

主

計

枯

れ

れ

い

れ

料

開

魚

津

市

百

年

後

の

た

め

に

進

一

片

貝

一

の

運

動

を

お

こ

し

、

ま

す

ま

す

一
ま
す
。
皆
さ
ん
方
の
今
一
層
の

御
努
力
に
よ
っ
て
ぜ
ひ
と
も
達

成
で
き
る
よ
う
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

な
お
各
地
区
の
目
標
面
積
に
つ

き
ま
し
て
は
、
さ
き
に
お
知
ら

せ
し
て
あ
り
ま
す
の
で
御
承
知

か
と
思
い
ま
す
が
、
今
一
度
念

の
た
め
、
次
の
よ
う
な
目
標
に

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

西
布
施
地
区

天

神

H
M

片

貝

H
M

上
野
方
M
H

松

倉

H
H

上
中
島
M
M

下
中
島
H
M

計

一
五
町
歩

五
M
M

五
O

H

H
五
H
H

三
五
M
H

一一
M
M

-
一
一
ニ
グ

は
捧
猛
な
の
が
相
当
多
い
よ
う

だ
主
の
こ
と
で
、
山
間
方
面
の

学
童
速
は
団
体
で
通
学
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
市
猟

友
会
で
も
熊
退
治
に
全
力
を
注

い
で
お
り
ま
す
が
、
次
の
事
項

に
留
意
し
、
昭
和
二
十
八
年
の

よ
う
な
惨
事
を
起
さ
な
い
ま
う

警
戒
を
充
分
に
し
て
下
さ
い
。

一
、
山
間
の
単
独
歩
行
は
止
治

司
令
こ
と

二
、
歩
行
中
は
常
に
鈴
、
笛
な

ど
で
音
を
立
て
て
あ
る
く
こ

と
三
、
光
る
も
の
に
は
覆
い
を
し

て
お
く
こ
と

四
、
熊
を
見
て
も
声
を
立
て
な

い
こ
と

五
、
熊
に
出
合
っ
た
場
合
は
物

蔭
に
隠
れ
る
こ
と

六
、
緊
急
の
場
合
は
溝
ま
た
は

穴
な
ど
に
伏
せ
る
こ
と

七
、
熊
を
見
た
と
き
は
直
ち
に

警
察
署
や
市
役
所
ま
た
は
市

猟
友
会
ヘ
連
絡
す
る
こ
と
。

経
団
小
学
校
児
童

自
治
会
は
、
優
良

学
校
交
通
安
全
自

治
会
と
し
て
、
富

山
県
交
通
安
全
協

会
連
合
会
長
か
ら

十
月
二
十
三
日
感

謝
状
が
授
与
さ
れ

た。

経国小児童自治会
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圏

紫
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英
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秋
ま
た
一
面
に
お
い
て
は
徒
長
抑
.
よ
い
飼
料
に
な
る
o

サ
イ
レ
l

k
k
-
季
潜
水
の
意
義
制
の
意
義
が
あ
り
ま
す
。
ヂ
は
加
工
し
て
長
期
間
の
飼
料

剖

ag仙
・

を

き

き

た

い
o

幼
植
物
か
繁
茂
す
る
た
め
に
ま
こ

E
る
o

ま
た
蛋
白
質
の
給
源

問

間

百

こ

の

潜
水
の
茎
葉
が
日
光
に
あ
っ
て
同
化
ご
い
あ
る
o

レ
ン
ゲ
の
栽
培
に

いロ

-ph
ね
ら
い
は
盤
果
ハ
用
、
呼
吸
作
用
を
し
な
け
れ
ば
は
土
壊
が
肥
沃
で
あ
れ
ば
よ
く

h
一
U
A
ば
ん
か
)
を
水
漫

な
ら
ず
、
従
っ
て
長
期
間
の
潜
育
ち
ま
す
。

自
Emp
・
、
し
に
し
て
キ
ノ
コ
水
は
生
育
抑
制
を
ま
ね
い
て
、
稲
田
に
堆
既
肥
を
施
し
て
お
け
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の
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の
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弱
い
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と
に
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ば
、
土
壌
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植
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通
気
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よ
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と
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病
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。
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茂
状
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く
な
り
レ
ン
ゲ
の
育
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も
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こ
と
で
す
。
レ
シ
ゲ
を
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そ
の
日
数
、
回
数
を
考
慮
し
て
な
る
。
駄
に
雨
の
多
い
年
は
う

せ
る
菌
核
病
は
、
四
月
か
ら
六
い
た
だ
き
た
い
。
石
灰
撒
布
も
ま
く
育
た
な
い
の
は
多
湿
で
呼

月
に
か
け
て
レ

γ
ゲ

の

茎

葉

を

同

様

で

す

。

吸

が

妨

げ

ら

れ

る

か

ら

で

、

天

腐
ら
せ
た
菌
糸
が
菌
核
を
形
成
@
次
に
秋
季
瀬
水
の
時
期
と
方
候
不
良
で
日
照
不
足
の
た
め
同

し
て
土
中
に
ひ
そ
み
、
八
月
に
法
で
す
が
、
徒
長
の
抑
制
病
菌

化
作
用
が
で
き
な
く
な
り
栄
養

レ
γ
ゲ
が
ま
か
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ら
冬
を
こ
せ
な

か
ら
キ
ノ
コ
が
で
て
、
キ
ノ
コ
の
飛
散
防
止
の
目
的
で
や
る
継

い
乙
と
に
な
る
。

の
う
ら
の
ヒ
ダ
か
ら
菌
が
飛
散
水
は
十
月
下
旬
、
十
一
月
上
旬

@

レ
ン
ゲ
の
利
用
価
値
は
、
肥

し
て
伝
染
し
ま
す
。
レ
ン
ゲ
が
中
旬
の
三
回
、
一
回
は
三
日
間

料
と
し
て
、
生
草
百
貫
は
N
四

密
生
繁
茂
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
く
ら
い
雄
巣
が
水
浸
し
に
な
る
百
匁
と
し
て
、
反
当
五
百
〆
あ

ら
触
れ
あ
っ
て
伝
染
し
、
ま
る
よ
う
潜
水
す
る。

終
っ
た
あ
と
れ
ば
N
ニ
賀
、
硫
安

一
か
ま
す

く
集
団
的
に
腐
敗
す
る
現
象
を
は
き
ち
ん
と
断
水
し
て
干
燥
し
八
百
円
に
相
当
し
ま
す
。

見
ま
す
。
こ
れ
は
菌
の
伝
播
で
て
お
き
ま
す
。
秋
落
田
で
は
腐
敗
分
解
の
際
に

秋
季
潜
水
に
よ
っ
て
遮
断
す
る
水
の
あ
た
り
に
く
い
田
は
石
灰
鉄
や
石
灰
分
を
溶
脱
寸
る
副
作

こ
と
や
、
あ
る
い
.は
水
の
か
か
撒
布
を
や
り
ま
す
が
、
時
期
は
用
で
喜
ば
れ
な
い
が
、
水
も
ち

ら
な
い
回
で
は
石
灰
を
撒
布
す
右
と
同
様
な
時
期
で、

量
は
消
が
よ
く
な
り
、
上
手
に
使
え
ば

る
こ
と
で
腐
敗
を
防
止
す
る
こ
石
灰
で
一
回
五
j
程
を
撒
粉
器

貴
重
な
肥
料
で
す
。
飼
料
と
し

と
が
で
き
ま
す
。
ハ
菌
は
ア

ル

で

撒

き

ま

す

。

て

は

干

燥
し
た
も
の
で
大
麦
に

カ
リ
に
あ
う
と
発
生
が
悪
く
な
@
レ
ソ
ゲ
を
作
る
こ
と
は
窒
一
素
同
じ
く
、

生
草
で
は
大
麦
穀
実

り
遂
に
死
減
す
る
〉
肥
料
の
生
産
に
な
り
、
家
畜
の
の
二
割
に
相
当
し
ま
す
。
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一
ヒ
マ
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ヤ
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史
深
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弥
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験
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け
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=
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部
で
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馬
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画
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へ
十
一
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一
十
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3
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